
 2016-3-2

SGM株式会社
〒252-0231　神奈川県相模原市中央区相模原6-14-2-103

電話：　042-814-7542

1 下地準備 適用下地

　

充填部処理

吸収率調整

2 塗 装 下 塗 り （1回目）

仕 上 げ 塗 り （2回目）

3 塗装条件 気温

乾燥時間

　 養生

4 所 要 量 ２回塗り合計

5 用具洗浄 作業終了後

作業中

6 換 気 作業中

7 保 管 場所/期限

吸収率が高く汚れが多い下地にはカイム・ソリプリムを塗布して下さい

「古い塗膜」が残っている場合は全て取り除いて下さい
プラスターボード、石膏ボードの充填部を白色仕上げする際はカイム・グラン
ダーウエイブを最初に塗布する事を推奨します

純石膏プラスターの下塗りにはグランダ―ウエイブでなく、カイム・エコシール
又は、カイム・オプティルを塗布して下さい

狭所、密閉された作業環境では確実に「換気」を行って下さい

使用後は確実に容器を密封し冷所で霜がかからない場所で約12か月です
直射日光・熱が当たらないようご注意下さい

　

+5℃～30℃で塗装作業を行う事

作業中の飛沫が塗装しない周囲にかからないようにマスキング・養生する事

ビオシル　約0.22ℓ/㎡　（標準的で滑らかな下地の場合）

刷毛、ローラーは使用後直ぐに水で洗浄して下さい

希釈したビオシルを塗布

下塗り後、約６時間乾燥時間を空ける事（20℃で湿度65％の場合）

ビオシルを原液で塗布　※作業途中も撹拌して下さい

乾燥させてください

きれいである事、ほこり、油分が無い事

塗装と塗装の乾燥時間は最低6時間

汚れ・泥・油が付着した箇所は取り除いて下さい

作業休憩時間中も用具は塗料や水に浸漬して下さい

塗装後乾燥するまで直射日光、風、雨から保護して下さい

カイム・ビオシル 塗装手順

下地は良好な状態にして下さい

吸収性がある事　（鉱質下地に適用。金属、プラスチックは塗装不可）

よく撹拌したビオシル10ℓ に対して上水を最大で１ℓまで希釈

コケ・カビは取り除いて下さい

ローラー、刷毛を推奨します

下部➡上部の方向に塗り進めて下さい
塗りムラがある場合は乾いたローラーで余分な塗料を取り除いて下さい

塗装中も頻繁に撹拌して下さい

金属、プラスチック、ガラス、皮革、木材、ワニス、エフロ表面等には使用不可
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